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GGSN でのダイナミック アドレッシングの設
定

この章では、Gateway GPRS Support Node（GGSN; ゲートウェイ GPRS サポート ノード）でダイナ

ミック IP アドレッシングを設定する方法について説明します。

（注） この章に記載されている作業は、IPv4 Packet Data Protocol（PDP; パケット データ プロトコル）のコ

ンテキストにだけ適用されます。IPv6 アドレッシングの情報については、第 4 章「GGSN での IPv6 
PDP サポートの設定」を参照してください。

この章に記載されている GGSN コマンドの詳細については、使用している Cisco GGSN リリースの

『Cisco GGSN Command Reference』を参照してください。この章に記載されているその他のコマンド

のマニュアルを参照するには、コマンド リファレンスのマスター インデックスを使用するか、または

オンラインで検索してください。

この章は、次の内容で構成されています。

• 「GGSN でのダイナミック IP アドレッシングの概要」（P.12-1）

• 「GGSN での DHCP の設定」（P.12-2）

• 「GGSN でのローカル プールによる MS アドレッシングの設定」（P.12-10）

• 「RADIUS による MS アドレッシングの設定」（P.12-12）

• 「IP オーバーラッピング アドレス プールの設定」（P.12-12）

• 「APN の NBNS および DNS アドレスの設定」（P.12-16）

GGSN でのダイナミック IP アドレッシングの概要
GGSN を設定して、Public Data Network（PDN; 公衆データ網）にアクセスする必要があるモバイル 
ステーション ユーザに IP アドレスを割り当てる方法には、次の 3 つの方法があります。Dynamic Host 
Configuration Protocol（DHCP）割り当て、Remote Authentication Dial-In User Service（RADIUS）
割り当て、および Access Point Name（APN; アクセス ポイント ネーム）で設定されるかまたはダウン

ロードされるローカル IP アドレス プール割り当ての 3 つです。

ダイアミック IP アドレッシングの方法は、グローバルか、またはアクセス ポイント コンフィギュレー

ション レベルで設定できます。
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  GGSN での DHCP の設定
ネットワークで使用されている IP アドレス割り当てのタイプをサポートするには、次の設定ガイドラ

インが満たされていることを確認してください。

• DHCP IP アドレス割り当て

– ループバック インターフェイスと同じサブネットに対して、割り当て対象のアドレスの範囲

を設定してください。

– RADIUS サーバのユーザ用の IP アドレスを設定しないでください。

– PPP 仮想テンプレート インターフェイスで、peer default ip address dhcp コマンドを指定し

ます。

– GGSN で、aaa authorization network method_list none コマンドを指定します。

• RADIUS IP アドレス割り当て

– 完全な username@domain フォーマットを使用して、RADIUS サーバにユーザを設定します。

– PPP 仮想テンプレート インターフェイスで、no peer default ip address コマンドを指定しま

す。

– GGSN での RADIUS サービスの設定については、このマニュアルの「GGSN でのセキュリ

ティの設定」を参照してください。

• ローカル プール IP アドレス割り当て

– ip local pool コマンドを使用してローカル プールを設定してください。

– GGSN で、aaa authorization network method_list none コマンドを指定します。

– peer default ip address pool pool-name コマンドを指定します。

（注） Cisco 7600 プラットフォームでは、DHCP サーバ方式または RADIUS サーバ方式を使用してダイナ

ミック アドレス割り当てを行うには、DHCP サーバまたは RADIUS サーバが、スーパーバイザ エン

ジンからルーティング可能なレイヤ 3 である必要があります。

GGSN での DHCP の設定
Cisco IOS ソフトウェア内でローカル DHCP サービスを使用したり、Cisco Network Registrar（CNR）

などの外部 DHCP サーバを使用するように GGSN を設定したりできます。Cisco IOS ソフトウェアで

の内部 DHCP サービスの設定については、『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration 
Guide』を参照してください。

DHCP サーバは次の 2 つの方法で指定できます。

• グローバル コンフィギュレーション レベルで gprs default dhcp-server コマンドを使用

• アクセス ポイント コンフィギュレーション レベルで dhcp-server コマンドを使用

GGSN で DHCP サポートを設定するには、gprs default ip-address-pool グローバル コンフィギュ

レーション コマンドまたは ip-address-pool アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドを 
dhcp-proxy-client キーワード オプションとともに設定する必要があります。

アクセス ポイントを DHCP プロキシ クライアント サービス用に設定したあと、dhcp-server アクセス 
ポイント コンフィギュレーション コマンドを使用して、DHCP サーバを指定します。

DHCP サーバの IP アドレスを指定するには、ip-address 引数を使用します。プライマリ DHCP サーバ

が使用できない場合に使用するバックアップ DHCP サーバの IP アドレスを指定するには、任意で 2 番
めの ip-address 引数を指定できます。バックアップ DHCP サーバを指定しない場合、バックアップ 
DHCP サーバは使用できません。
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  GGSN での DHCP の設定
dhcp-server コマンドを使用してアクセス ポイント レベルで DHCP サーバを指定する場合、アクセス 
ポイントで指定されたサーバ アドレスによって、グローバル レベルで指定されたアドレスが上書きさ

れます。アクセス ポイント レベルで DHCP サーバを指定しない場合は、グローバル レベルで指定され

たアドレスが使用されます。

このため、アクセス ポイントごとに別々の DHCP サーバを使用する必要がある場合は、グローバル ア
ドレス設定と、1 つまたは複数のローカル アクセス ポイント レベル設定を指定できます。

DHCP サーバ自体が GGSN で Virtual Routing and Forwarding（VRF; VPN ルーティングおよび転送）

インターフェイスのアドレス スペース内に配置されている場合は、vrf キーワードを使用します。

DHCP サーバが VRF アドレス スペース内に配置されている場合は、dhcp-gateway-address に対応す

るループバック インターフェイスも VRF アドレス スペース内に設定する必要があります。

ここでは、次の情報について説明します。

• 「DHCP サーバ通信のグローバルな設定」（P.12-3）

• 「GGSN グローバル コンフィギュレーション レベルでの DHCP の設定」（P.12-4）

• 「ローカル DHCP サーバの設定」（P.12-8）

• 「設定例」（P.12-8）

DHCP サーバ通信のグローバルな設定 
ここでは、モバイル ユーザに IP アドレスを割り当てるために GGSN で使用できるグローバル DHCP 
サーバ ホストの設定方法について説明します。GGSN グローバル コンフィギュレーション レベルで追

加の DHCP サーバ通信を設定できます。

ルータ上または Cisco IOS ソフトウェアのインスタンス上で DHCP サーバ通信をグローバルに設定す

るには、グローバル コンフィギュレーション モードで次のコマンドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)# ip address-pool {dhcp-proxy-client | 
local}

IP アドレス プールのメカニズムを指定します。

• dhcp-proxy-client：サード パーティ DHCP 
サーバと、ルータまたは IOS インスタンスに接

続しているピアとの間のプロキシ クライアント

として、ルータまたは Cisco IOS ソフトウェア

のインスタンスを指定します。

• local：「default」という名前のローカル アドレ

ス プールを指定します。

（注） ip address-pool コマンドにデフォルトのオ

プションはありません。local キーワードを

使用してローカル アドレス プールを設定す

る場合、ステップ 4 およびステップ 5 の任意

のコマンドも設定できます。

ステップ 2 Router(config)# ip dhcp-server {ip-address | name} DHCP サーバの IP アドレスまたは名前を指定しま

す。
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  GGSN での DHCP の設定
グローバル DHCP サービスの設定については、『Cisco IOS IP Configuration Guide』、『Cisco IOS IP 
Command References』、および『Cisco IOS Dial Technologies Command Reference』を参照してくださ

い。

GGSN グローバル コンフィギュレーション レベルでの DHCP の設定

GGSN での DHCP 設定を完了するには、GGSN グローバル コンフィギュレーション レベルで DHCP 
を設定します。GGSN コンフィギュレーション レベルで DHCP を設定すると、すべてのアクセス ポイ

ントまたは特定のアクセス ポイントに対して DHCP サーバ通信を設定できます。

GGSN コンフィギュレーション レベルで DHCP を設定するには、次の作業を実行します。

• 「ループバック インターフェイスの設定」（P.12-5）（必須）

• 「すべてのアクセス ポイントに対する DHCP サーバの指定」（P.12-5）（任意）

• 「特定のアクセス ポイントの DHCP サーバの指定」（P.12-6）（任意）

ステップ 3 Router(config)# ip dhcp excluded address low-address 
[high-address]

（任意）DHCP サーバで DHCP クライアントに割り

当ててはならない IP アドレスを指定します。

• low-address：除外されるアドレス範囲の最初の 
IP アドレスを指定します。このアドレスは、通

常、DHCP サーバ自体のアドレスです。

• high-address：（任意）除外されるアドレス範囲

の最後の IP アドレスを指定します。

ステップ 4 Router(config)# ip dhcp pool name （任意：ip address-pool local コマンドだけがサポー

トされています。）

DHCP アドレス プールを設定し、DHCP プール コン

フィギュレーション モードを開始します。name に
は、シンボリック ストリング（「engineering」など）

または整数（0 など）を指定できます。

ステップ 5 Router(config-dhcp)# network network-number [mask | 
/prefix-length]

（任意：ip address-pool local コマンドだけがサポー

トされています。）

DHCP アドレス プールのサブネットのネットワーク

数およびマスクを指定します。

プレフィクス長には、アドレス プレフィクスのビッ

ト数を指定します。プレフィクスを使用してクライ

アントのネットワーク マスクを指定することもでき

ます。プレフィクス長には、先頭にスラッシュ（/）
を挿入する必要があります。

コマンド 目的
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  GGSN での DHCP の設定
ループバック インターフェイスの設定

アクセス ポイントで DHCP サービス用に DHCP ゲートウェイ アドレスを設定する場合や、DHCP 用
に GGSN のアクセス ポイント全体で一意であるスーパーネットをサポートする場合は、一意のネット

ワークごとにループバック インターフェイスを設定する必要があります。

ループバック インターフェイスは、常に稼動しているインターフェイスをエミュレートするソフト

ウェア専用インターフェイスであり、すべてのプラットフォームでサポートされている仮想インター

フェイスです。インターフェイス数は、作成または設定するループバック インターフェイスの数です。

作成できるループバック インターフェイスの数に制限はありません。

GGSN でループバック インターフェイスを設定するには、グローバル コンフィギュレーション モード

で次のコマンドを使用します。

すべてのアクセス ポイントに対する DHCP サーバの指定

DHCP アドレス割り当てを処理する場合、GGSN では、最初に DHCP サーバがアクセス ポイント コ
ンフィギュレーション レベルで指定されているかどうかがチェックされます。サーバが指定されてい

る場合、GGSN では、アクセス ポイントで指定されている DHCP サーバが使用されます。アクセス ポ
イント コンフィギュレーション レベルで DHCP サーバが指定されていない場合は、デフォルトの 
GGSN DHCP サーバが使用されます。

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)# interface loopback interface-number GGSN でループバック インターフェイスを定義し

ます。interface-number によって、ループバック 
インターフェイスが識別されます。

ステップ 2 Router(config-if)# ip address ip-address mask 
[secondary]

インターフェイスの IP アドレスを指定します。

• ip-address：インターフェイスの IP アドレス

をドット付き 10 進表記で指定します。

• mask：サブネット マスクをドット付き 10 進
表記で指定します。

• secondary：セカンダリ IP アドレスとしてア

ドレスを設定することを指定します。この

キーワードを省略すると、設定したアドレス

がプライマリ IP アドレスになります。

（注） ip-address は、アクセス ポイントの 
DHCP ゲートウェイ アドレスの IP アドレ

スに対応しています。マスクは、

dhcp-gateway-address の値に正確に一致

するように 255.255.255.255 にする必要が

あります。
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  GGSN での DHCP の設定
すべての GGSN アクセス ポイントに対して DHCP サーバを指定するには、グローバル コンフィギュ

レーション モードで次のコマンドを使用します。

特定のアクセス ポイントの DHCP サーバの指定

すべてのアクセス ポイントに対して設定されたデフォルトの DHCP サーバを上書きするには、特定の

アクセス ポイントに別の DHCP サーバを指定します。デフォルトの GGSN DHCP サーバを設定しな

いように選択した場合は、アクセス ポイントごとに DHCP サーバを指定できます。

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)# gprs default ip-address-pool 
{dhcp-proxy-client | radius-client | disable}

GGSN の IP アドレス プールを使用して、ダイナ

ミック アドレス割り当て方法を指定します。

• dhcp-proxy-client：GGSN で、Mobile Station
（MS; モバイル ステーション）用の IP アドレス

を DHCP サーバからダイナミックに取得するよ

うに指定します。DHCP サービスをイネーブル

にするには、このキーワードを使用します。

• radius-client：GGSN で、MS 用の IP アドレス

を RADIUS サーバからダイナミックに取得する

ように指定します

• disable：GGSN によるダイナミック アドレス

割り当てをディセーブルにします。

このコマンドにデフォルト オプションはありませ

ん。

ステップ 2 Router(config)# gprs default dhcp-server {ip-address 
| name} [{ip-address | name}]

GGSN の IP アドレスの取得元となるプライマリ（お

よびバックアップ）DHCP サーバで、モバイル ユー

ザに対してリースが行われるように指定します。

• ip-address：DHCP サーバの IP アドレスを指定

します。2 番め（任意）の ip-address 引数には、

バックアップ DHCP サーバの IP アドレスを指

定します。

• name：DHCP サーバのホスト名を指定します。

2 番め（任意）の name 引数には、バックアップ 
DHCP サーバのホスト名を指定します。
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  GGSN での DHCP の設定
特定のアクセス ポイントに対して DHCP サーバを指定するには、アクセス ポイント コンフィギュレー

ション モードで次のコマンドを使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config-access-point)# ip-address-pool 
{dhcp-proxy-client | radius-client | local pool-name 
| disable}

（任意）IP アドレス プールを使用するダイナミック 
アドレス割り当て方法を現在のアクセス ポイントの

ために指定します。使用できるオプションは次のと

おりです。

• dhcp-proxy-client：DHCP サーバが IP アドレ

ス プールを提供します。

• radius-client：RADIUS サーバが IP アドレス 
プールを提供します。

• local：ローカル プールが IP アドレスを提供す

ることを指定します。このオプションを機能さ

せるには、グローバル コンフィギュレーション 
モードで ip local pool コマンドを使用して、

ローカル プールを設定する必要があります。

• disable：ダイナミック アドレス割り当てをオフ

にします。

（注） ダイナミック アドレス割り当て方法を使用

している場合は、適切な IP アドレス プール 
ソースに従ってこのコマンドを設定する必要

があります。

ステップ 2 Router(config-access-point)# dhcp-server 
{ip-address} [ip-address] [vrf]

GGSN で IP アドレスを取得するために特定のアクセ

ス ポイントで使用されるプライマリ（およびバック

アップ）DHCP サーバで、モバイル ユーザが PDN 
にアクセスできるようにリースが行われるよう指定

します。

• ip-address：DHCP サーバの IP アドレスを指定

します。2 番め（任意）の ip-address 引数には、

バックアップ DHCP サーバの IP アドレスを指

定します。

• vrf：DHCP サーバによって、APN に関連付け

られた VPN ルーティングおよび転送（VRF）
テーブルが使用されます。

ステップ 3 Router(config-access-point)# dhcp-gateway-address 
ip-address

特定の PDN アクセス ポイントに接続する MS ユー

ザの DHCP 要求に対して、DHCP サーバからアドレ

スが返されるサブネットを指定します。

（注） DHCP ゲートウェイ アドレスと同じ IP アド

レスで、対応するループバック インター

フェイスを設定する必要があります。
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  GGSN での DHCP の設定
ローカル DHCP サーバの設定

（注） Cisco 7600 プラットフォームでローカル DHCP サーバを使用することは推奨していません。

ほとんどのネットワークで外部 DHCP サーバ（Cisco Network Registrar（CNR）によって使用可能な 
DHCP サーバなど）が使用されていますが、GGSN では、内部 DHCP サービスも設定できます。

GGSN でローカル DHCP サービスを使用する場合、内部 DHCP 応答時間を向上させるために、いくつ

かのコマンドを設定する必要があります。

GGSN でローカル DHCP サービスを最適化するには、グローバル コンフィギュレーション モードで次

のコマンドを使用します。

設定例

次の例は、グローバル コンフィギュレーション モードで ip vrf コマンドを使用した vpn3（トンネリン

グなし）の VRF 設定を示しています。ip vrf コマンドによって VRF ルーティング テーブルと CEF 
ルーティング テーブルの両方が確立されるため、すべてのインターフェイスで CEF スイッチングをイ

ネーブルにするために、ip cef もグローバル コンフィギュレーション レベルで設定されることに注意

してください。

次に示すその他の設定要素でも、vpn3 という名前の同一の VRF を関連付ける必要があります。

• FastEthernet0/0 は、ip vrf forwarding インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用

して、Gi インターフェイスとして設定されます。

• アクセス ポイント 2 では、vrf コマンド アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドを使

用して、VRF が実装されます。

アクセス ポイント 2 の DHCP サーバも VRF をサポートするように設定されています。アクセス ポイ

ント 1 は同じ DHCP サーバを使用していますが、VRF アドレス スペースをサポートしていないことに

注意してください。アクセス ポイント 1 の IP アドレスは、グローバル ルーティング テーブルに適用さ

れます。

aaa new-model
!
aaa group server radius abc
server 10.2.3.4
server 10.6.7.8

!
aaa authentication ppp abc group abc
aaa authorization network abc group abc 
aaa accounting network abc start-stop group abc
!
ip cef
!
ip vrf vpn3

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)# ip dhcp ping packets 0 ping 操作の一部として、Cisco IOS DHCP サーバか

らプール アドレスに 0 個のパケットが送信されるよ

うに指定します。

ステップ 2 Router(config)# ip dhcp ping timeout 100 Cisco IOS DHCP サーバでアドレス プールからの 
ping 応答に対して 100 ミリ秒間待機するように指定

します。
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rd 300:3
!
interface Loopback1
ip address 10.30.30.30 255.255.255.255

!
interface Loopback2
ip vrf forwarding vpn3
ip address 10.27.27.27 255.255.255.255

!
interface FastEthernet0/0
ip vrf forwarding vpn3
ip address 10.50.0.1 255.255.0.0
duplex half

!
interface FastEthernet1/0
ip address 10.70.0.1 255.255.0.0
duplex half

!
interface loopback 1
ip address 10.8.0.1 255.255.255.0

!
interface Virtual-Template1
 ip unnumber loopback 1
 encapsulation gtp
 gprs access-point-list gprs
!
ip route 10.10.0.1 255.255.255.255 Virtual-Template1
ip route vrf vpn3 10.100.0.5 255.255.255.0 fa0/0 10.50.0.2
ip route 10.200.0.5 255.255.255.0 fa1/0 10.70.0.2
!
no ip http server
!
gprs access-point-list gprs
access-point 1
access-point-name gprs.pdn.com
ip-address-pool dhcp-proxy-client
dhcp-server 10.200.0.5
dhcp-gateway-address 10.30.30.30 
network-request-activation
exit
!

access-point 2
access-point-name gprs.pdn2.com
access-mode non-transparent
ip-address-pool dhcp-proxy-client
dhcp-server 10.100.0.5 10.100.0.6 vrf
dhcp-gateway-address 10.27.27.27
aaa-group authentication abc
vrf vpn3
exit

!
gprs default ip-address-pool dhcp-proxy-client
!
radius-server host 10.2.3.4 auth-port 1645 acct-port 1646 non-standard
radius-server host 10.6.7.8 auth-port 1645 acct-port 1646 non-standard
radius-server key ggsntel
12-9
Cisco GGSN リリース 9.2コンフィギュレーション ガイド

OL-19936-03-J



 

第 12 章      GGSN でのダイナミック アドレッシングの設定

  GGSN でのローカル プールによる MS アドレッシングの設定
GGSN でのローカル プールによる MS アドレッシングの設
定

PDP コンテキストの数が増えると、ローカルに設定されたアドレス プールによる IP アドレスの割り当

てによって、PDP コンテキストのアクティベーション レートが増加します。アドレスがローカル プー

ルを使用して MS に割り当てられるかどうかは、アクセス ポイント コンフィギュレーション レベルで

指定されます。IP アドレスのローカル プールは、ip local pool コンフィギュレーション コマンドを使

用して GGSN で設定されている必要があります。

ホールドバック タイマー

IP ローカル プールのホールドバック タイマー機能（recycle delay キーワード オプション）を使用す

ると、新しく解放された IP アドレスが再割り当て可能になるまでに保持される特定の時間を設定でき

ます。この機能により、PDP セッションの削除後に新しく解放された IP アドレスは、IP とユーザの関

連付けがシステムのすべてのバックエンド コンポーネントから削除されてから、別の PDP コンテキス

トに再割り当てされるようになります。IP アドレスが即座に新しい PDP コンテキストに再割り当てさ

れると、バックエンド システムで新しいユーザが誤って前のユーザの記録に関連付けられるおそれが

あります。これにより、新しいユーザの課金情報やサービスへのアクセス情報が誤って前のユーザに関

連付けられることになります。

ホールドバック機能は、プール要素のデータ構造に追加された新しいタイムスタンプ フィールドをサ

ポートすることによって提供されます。アドレスが再割り当て可能になっている場合に、特定のアドレ

スを割り当てる要求が出されると、現在の時刻と要素のタイムスタンプ フィールドが照合されます。

数値が recycle delay に設定された秒数以上である場合は、アドレスが再割り当てされます。

最初のフリー アドレスをフリー キューから割り当てる要求が出されると、現在のタイムスタンプと要

素に格納されたタイムスタンプの差が計算されます。数値が recycle delay の設定値以上である場合は、

アドレスが割り当てられます。数値が recycle delay の設定値を下回っている場合、その要求に対する

アドレス割り当ては実行されません（フリー キューは First-In First-Out（FIFO）キューです。このた

め、他のすべての要素には、最初の要素より大きな recycle delay 値が指定されます）。

IP アドレスが一定期間保持されることによって、アドレス割り当てがブロックされると、ブロックさ

れたアドレス割り当てのカウント（ローカル プールで保持されます）は増加します。

（注） ホールドバック タイマー機能では、IPv6 ローカル プールはサポートされていません。
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ローカル IP アドレス プールを設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードで次のコマ

ンドを使用します。

ローカル プールをアクセス ポイントに割り当てるには、アクセス ポイント コンフィギュレーション 
モードで次のコマンドを使用します。

（注） アクセス ポイントで VRF を使用すると、同じ IP アドレス プール（オーバーラッピング アドレス）を

使用する APN を設定できます。

アクセス ポイントから VRF 経由で VPN アクセスを設定する方法については、「VRF を使用した VPN 
アクセスの設定の作業リスト」（P.8-13）を参照してください。

ローカル プールの設定を確認するには、特権 EXEC モードで show ip local [pool name] コマンドを使

用します。

Router#show ip local pool
Pool Begin End Free In use Blocked
poola 10.8.8.1 10.8.8.5 5 0 0

Router #show ip local pool poolA
Pool Begin End Free In use Blocked
poola 10.8.8.1 10.8.8.5 5 0 0

Available addresses:
10.8.8.1 
10.8.8.2 
10.8.8.3 
10.8.8.4 

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)#ip local pool {default | pool-name 
low-ip-address [high-ip-address]} [recycle 
delay seconds]

リモート ピアがポイントツーポイント インターフェ

イスに接続するときに使用される IP アドレスのロー

カル プールを設定します。

• default：他のプールが指定されていない場合

は、デフォルトのローカル アドレス プールが使

用されます。

• pool-name：特定のローカル アドレス プールの

名前。

• low-ip-address：プール内で最小の IP アドレス。

• high-ip-address：（任意）プール内で最大の IP 
アドレス。この値を省略すると、low-ip-address 
IP アドレス引数がローカル プールに組み込まれ

ます。

• recycle delay seconds：（任意）アドレスが再割

り当て可能になるまでの保持時間（秒）。

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config-access-point)# ip-address-pool local 
pool-name

（任意）ローカル プールによって IP アドレスが提供

されるように指定します。
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10.8.8.5 

Inuse addresses:
None

Held addresses: Time Remaining
None

設定例

次に、APN で設定されたローカル アドレス プールの設定例を示します。

!
ip local pool local_pool1 128.1.0.1 128.1.255.254
!
access-point 1
access-point-name gprs.pdn.com
ip-address-pool local local_pool1
aggregate 128.1.0.0/16
exit

RADIUS による MS アドレッシングの設定
RADIUS サーバによるダイナミック IP アドレッシングは、アクセス ポイント コンフィギュレーショ

ン レベルで ip-address-pool アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドを使用して設定され

ます。

ip-address-pool アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドの詳細については、「追加の実ア

クセス ポイント オプションの設定」（P.8-20）を参照してください。RADIUS の設定の詳細について

は、『Cisco IOS Security Configuration Guide』を参照してください。

IP オーバーラッピング アドレス プールの設定
IP オーバーラッピング アドレス プール機能を使用すると、ダイナミック IP アドレス割り当ての柔軟

性が向上します。この機能を使用すると、オーバーラッピング IP アドレス プール グループを設定し

て、異なるアドレス スペースを作成し、異なるアドレス スペースで同じ IP アドレスを同時に使用でき

ます。

IP オーバーラッピング アドレス プールによって、ダイナミック IP アドレス割り当てをより柔軟に実

行できます。この機能を使用すると、オーバーラッピング IP アドレス プール グループを設定して、異

なるアドレス スペースを作成し、異なるアドレス スペースで同じ IP アドレスを同時に使用できます。

Cisco IOS リリース 12.3(2)XB 以降では、複数の IP アドレス スペースをサポートし、かつ、プール グ
ループ内で非オーバーラッピング IP アドレス プールの検証を可能にする IP アドレス グループの概念

が、GGSN でサポートされています。プール名は GGSN 内で一意である必要があります。プール名を

関連付けることができるのは 1 つのグループだけであるため、プール名には暗黙グループ識別子が含ま

れています。明示グループ名なしのプールは、ベース システム グループのメンバーと見なされ、元の 
IP プール実装と同じ方法で処理されます。

新しいプール機能によって既存の設定が影響を受けることはありません。「グループ」の概念は、既存

の ip local pool コマンドの拡張です。グループのメンバーとして指定されていないプールの処理は、既

存の実装から変更されていません。
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ローカル IP アドレス プール グループを設定し、グループが存在することを確認するには、グローバル 
コンフィギュレーション モードで次のコマンドを使用します。

設定例

次に、IP オーバーラッピング アドレス プールの設定例を示します。

• 「グローバル デフォルトとしてのローカル アドレス プールの定義」（P.12-13）

• 「複数範囲の IP アドレスの単一プールへの設定例」（P.12-13）

• 「Cisco 7600 プラットフォーム、スーパーバイザ II / MSFC2 での GGSN の IP オーバーラッピング 
アドレス プールの設定例」（P.12-14）

グローバル デフォルトとしてのローカル アドレス プールの定義

次の例は、ローカル プールをグローバル デフォルト メカニズムとして定義する方法を示しています。

ip address-pool local ip local pool default 192.169.15.15 192.68.15.16 

複数範囲の IP アドレスの単一プールへの設定例

次の例は、2 つの範囲の IP アドレスを 1 つの IP アドレス プールに設定する方法を示しています。

ip local pool default 192.169.10.10 192.169.10.20 
ip local pool default 192.169.50.25 192.169.50.50 

コマンド 目的

ステップ 1 Router(config)#ip local pool {default | pool-name 
low-ip-address [high-ip-address]}

例： 
GGSN(config)# ip local pool testpool 10.2.2.1 
10.2.2.10 group testgroup cache-size 10000 

リモート ピアがポイントツーポイント インターフェ

イスに接続するときに使用される IP アドレスのロー

カル プールを設定します。

• default：他のプールが指定されていない場合に

使用される、デフォルトのローカル アドレス 
プールとなります。

• pool-name：特定のローカル アドレス プールの

名前。

• low-ip-address：プール内で最小の IP アドレス。

• high-ip-address：（任意）プール内で最大の IP 
アドレス。この値を省略すると、low-ip-address 
IP アドレス引数がローカル プールに組み込まれ

ます。

ステップ 2 Router(config)# show ip local pool [poolname | 
[group group-name]] 

例： 
GGSN(config)# show ip local pool group testgroup 
testpool 

定義済みの IP アドレス プールすべての統計情報を表

示します。
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Cisco 7600 プラットフォーム、スーパーバイザ II / MSFC2 での GGSN の IP オーバーラッピ
ング アドレス プールの設定例

次の例は、Cisco 7600 プラットフォームでの IP オーバーラッピング アドレス プールの設定方法を示し

ています。

次の例は、2 つの VPN（vpn1 および vpn2）と、それに関連した GRE トンネル設定（Tunnel1 および 
Tunnel2）の設定の一部も示しています。

GGSN 上：

service gprs ggsn
!
hostname 7600-7-2
!
ip cef
!
ip vrf vpn1
 description GRE Tunnel 1
 rd 100:1
!
ip vrf vpn2
 description GRE Tunnel 3
 rd 101:1
!
interface Loopback1
 ip address 150.1.1.72 255.255.0.0
!
interface Loopback100
 description GPRS GTP V-TEMPLATE IP ADDRESS
 ip address 9.9.9.72 255.255.255.0
!
interface Tunnel1
 description VRF-GRE to PDN 7500(13) Fa0/1
 ip vrf forwarding vpn1
 ip address 50.50.52.72 255.255.255.0
 tunnel source 150.1.1.72
 tunnel destination 165.2.1.13
!
interface Tunnel2
 description VRF-GRE to PDN PDN x(12) Fa3/0
 ip vrf forwarding vpn2
 ip address 80.80.82.72 255.255.255.0
 tunnel source 150.1.1.72
 tunnel destination 167.2.1.12
!
interface GigabitEthernet0/0.1
 description Gi 
 encapsulation dot1Q 100
 ip address 10.1.2.72 255.255.255.0
!
interface Virtual-Template1
 description GTP v-access
 ip unnumbered Loopback100
 encapsulation gtp
 gprs access-point-list gprs
!
router ospf 10
 network 10.1.2.0 0.0.0.255 area 10
 network 150.1.0.0 0.0.255.255 area 10
!
ip local pool vpn1_pool 100.2.0.1 100.2.255.255 group vpn1
ip local pool vpn2_pool 100.2.0.1 100.2.255.255 group vpn2
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ip route vrf vpn1 0.0.0.0 255.255.255.0 Tunnel1
ip route vrf vpn2 0.0.0.0 255.255.255.0 Tunnel2

gprs access-point-list gprs
  access-point 1
   access-point-name apn.vrf1.com
   access-mode non-transparent
   aaa-group authentication ipdbfms
   ip-address-pool local vpn1_pool
   vrf vpn1
   !
  access-point 2
   access-point-name apn.vrf2.com
   access-mode non-transparent
   aaa-group authentication ipdbfms
   ip-address-pool local vpn2_pool
   vrf vpn2
   !

スーパーバイザ / MSFC2 での関連した設定：

interface FastEthernet9/5
 no ip address
 switchport
 switchport access vlan 167
 no cdp enable
!
interface FastEthernet9/10
 no ip address
 switchport
 switchport access vlan 165
 no cdp enable
!
interface Vlan165
 ip address 165.1.1.1 255.255.0.0
!
interface Vlan167
 ip address 167.1.1.1 255.255.0.0
!
! provides route to tunnel endpoints on GGSNs
router ospf 10
 network 10.1.2.0 0.0.0.255 area 10 
!
! routes to tunnel endpoints on PDN
!
ip route 165.2.0.0 255.255.0.0 165.1.1.13
ip route 167.2.0.0 255.255.0.0 167.1.1.12
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APN の NBNS および DNS アドレスの設定
APN で、プライマリおよびセカンダリの NetBIOS Name Service（NBNS）、および Domain Name 
System（DNS; ドメイン ネーム システム）を設定できます。この機能は、これらのアドレスを取得す

るメカニズムがないアドレス割り当てスキームにとって有益です。また、RADIUS ベースの割り当て

スキームの場合、オペレータはユーザ プロファイルごとに NBNS および DNS を設定する必要があり

ません。

NBNS アドレスおよび DNS アドレスの取得元として、DHCP サーバ、RADIUS サーバ、およびロー

カル APN 設定の 3 つを挙げることができます。アドレスの選択基準は、APN で設定された IP アドレ

ス割り当てスキームによって異なります。設定ごとの DNS アドレスおよび NBNS アドレスの選択基準

は次のとおりです。

1. DHCP ベースの IP アドレス割り当てスキーム（ローカルおよび外部）：DHCP サーバから返され

る NBNS アドレスが MS に送信されます。DHCP サーバが NBNS アドレスを返さない場合は、

ローカル APN 設定が使用されます。

2. RADIUS ベースの IP アドレス割り当てスキーム：RADIUS サーバから（Access-Accept 応答で）

返される NBNS アドレスが使用されます。RADIUS サーバが NBNS アドレスを返さない場合は、

ローカル APN 設定が使用されます。

3. ローカル IP アドレス プール ベースの IP アドレス割り当てスキーム：ローカル APN 設定が使用さ

れます。

4. スタティック IP アドレス：ローカル APN 設定が使用されます。

（注） MS によって PCO IE で DNS アドレスが要求されている場合だけ、PDP の作成応答で NBNS アドレス

および DNS アドレスが GGSN から送信されます。

プライマリ（およびバックアップ）NBNS が PDP の作成応答で送信されるように指定するには、nbns 
primary アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドを使用します。アクセス ポイント設定か

ら NBNS を削除するには、このコマンドの no フォームを使用します。

nbnsprimary ip-address [secondary ip-address]

プライマリ（およびバックアップ）DNS がアクセス ポイントから PDP の作成応答で送信されるよう

に指定するには、dns primary アクセス ポイント コンフィギュレーション コマンドを使用します。ア

クセス ポイント設定から DNS を削除するには、このコマンドの no フォームを使用します。

dnsprimary ip-address [secondary ip-address]
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